
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

地域行事のお知らせ 

◎夏休みラジオ体操の中止（山三地区体育振興会主催） 

例年、夏休みに開催されてきたラジオ体操ですが、山三地

区体育振興会から、諸事情により中止する旨、連絡がありま

したのでお知らせいたします。 

 

◎山三夏まつり（山三夏まつり実行委員会主催） 

【日時】９月２１日（月・祝日） １６時から 

【場所】山三小 運動場 

＊雨天時は９月２２日（火・休日）に順延 

＊保護者の皆さまもお子さまと一緒にご参加ください。 

＊例年の開催期日と異なることにご注意ください。 

 

夏休み作品展のお知らせとお願い 

保護者参観日時  ８月２６日（水）・２７日（木） 

両日とも １４：００～１７：００ 

参観の際、保護者の皆さまはスリッパをご持参のうえ、来校証を

携行ください。シートの上には乗らないよう、また、小さなお子様

をお連れの場合は目を離さないようにお願いします。 
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■８月の予定 

日 曜 行  事 

25 火 始業式(下校時間 11時 20分) 

26 水 
４時間授業 給食開始 AET Ｊアラート 

夏休み作品展(保護者参観 14:00～17:00) 

    

夏休み作品展(保護者参観 14:00～17:00)  
27 木 

４時間授業  ICT 発育測定(6年) 

夏休み作品展(保護者参観 14:00～17:00)  
28 金 夏休み作品展 発育測定(5年) 

29 土 学校開放 

30 日  

31 月 全校朝会 クラブ活動 府 SC 発育測定(4年) 

■９月の予定 

１ 火 ICT 発育測定(3年) 

2 水 AET いのこ(2年) 太陽の広場 発育測定(2年) 

3 木 AET ICT 発育測定(1年) 

4 金 AET  

5 土 学校開放 PTA運営委員会 10-11 

6 日  

7 月 委員会活動 府 SC 

8 火 ICT 

9 水 AET  いのこ(3年)  太陽の広場 

10 木 ICT プール着衣泳(2.5年) 

11 金 
AET プール着衣泳(予) プール閉栓  

西山田小 1年・山三幼稚園交流（1年） 
12 土 学校開放 吹田市子ども科学作品展(～9/13) 

13 日  

14 月 児童集会 ぐんぐんタイム 府 SC 

15 火 ICT  

16 水 AET 太陽の広場 

17 木 AET ICT 

18 金 AET 短縮 5時間 6ｈ研究授業(2-1) 

19 土 学校開放 

20 日  

21 月 山三地区夏祭り（雨天時 9/22） 敬老の日 

22 火  

23 水 秋分の日 

24 木 ICT  

25 金 AET 

26 土 学校開放 

27 日  

28 月 AET 府 SC クラブ活動 

29 火 AET ICT 

30 水 AET 太陽の広場 
 
・山三小運動会：10/10（土）  予備日①：10/1２（月・祝） 

     代休：10/13（火）  予備日②：10/14（水） 

≪運動会≫児童用簡易テント設置ボランティア 

児童の安全確保・熱中症予防の為、簡易テントを、児童席に設置

する予定です。 

たくさんのテントがあるため、前日準備の１０月９日（金）１５

時３０分頃より、保護者の皆さまのお力をお借りして設置したいと

考えています。ご協力をお願いします。 

『あゆみ』について 

本校の『あゆみ』は、各児童の学習の様子を分かりやすく示すた

め、単元や領域ごとに「進んで取り組む」や「わかる力」、「考え

る力」等の項目を設け、評価を行っています。 

『あゆみ』をご覧いただき、お子さまが頑張ったところ、伸びた

ところをご家庭でも認め励ますことで成長につなげてください。 

 

夏休み中の応募作品の案内について 

例年、夏休み期間に各団体・企業より様々な作品の応募案内が寄

せられます。作品募集の案内を1階下足ホールに掲示していますの

で、興味のある方は各自、お申し込みください。 

なお、貯金箱コンクール・科学作品展・MOAについては、学校

で取りまとめて応募します。 

   子どもの成長と「子育て四訓」 
 

校長 眞部 美保 
 
 いよいよ明日から３８日間の夏休みに入ります。この１学期、どの学
年の子どもたちも一つ学年が上がり、新しい環境、新しい仲間とともに
充実した日々送ることができました。６年生においては７月２２～２３
日に福井県若狭方面へ臨海学習に行きます。この臨海学習後、一回りも
二回りも大きく成長した姿を見せてくれるのではないかと我々教職員一
同、期待しているところです。 
さて、皆さん、「子育て四訓」をご存知でしょうか。山口県下関市の

教育者であった緒方 甫（おがた はじめ）先生が提唱した子育ての心
得です。この教えは日本の教育者である緒方氏によるもののほか、遠く
海を越えて「アメリカン・インディアン（ネイティブアメリカン）の言
い伝え」として紹介されることも多く、現在では万国共通の素晴らしい
子育ての指針として多くの保護者の方々の共感を呼んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 
小学校の時期は、とりわけ「少年は手を離せ、目を離すな」の時期

でしょうか。小学生は家族、友だち、地域など、他者との関わりの中
で社会性が育つ時期です。一方、この時期は成長とともに子どもが親
に反抗したり心が不安定になったりしがちな時期でもあります。この
ことは、親や友だちに「こちらを向いてほしい」というメッセージを
送っているのかもしれません。我々大人は、いつでも子どもとしっか
りと向き合い、手を離すところは離し、温かさの中にも厳しさももっ
て、成長を見守っていきたいものです。もちろん、この「子育て四訓」
の言葉だけで言い尽くされるものではありません。しかし、今後の皆
様の子育てに参考になればと思い、紹介させていただきました。 
 最後になりましたが、この１学期、保護者の皆様、地域の皆様には、
本校の教育活動に多大なご理解ご協力を賜り、深く感謝申し上げま
す。皆様、どうぞ良い夏休みをお過ごしください。 

子育て四訓 

１．乳児は肌を離すな 

２．幼児は肌を離せ、手を離すな 

３．少年は手を離せ、目を離すな 

４．青年は目を離せ、心を離すな 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月は、学年ごとに人権教育に取り組む「人権教育月間」でした。 

今年も吹田市が主催している「じんけん作品展」に参加するとともに、 

各学年でビデオを鑑賞して、「人権」について考える時間を持ちました。 

各学年の取り組みなどを紹介します。 

 

 

「自分や他の人のよさ、大切さを認めること」を日常生活

の中で学んでいます。また、人と関わるときの態度や行動に

も表れるように心がけています。 

今回、「いじめ」を身近な問題として取り上げ、「しらんぷ

り」のビデオを鑑賞しました。子どもたちからは、 

・自分の心もいたくなるし、相手の心もいたくなるから、し

らんぷりはだめだと学びました。 

・しらんぷりは見ているだけでもいじめにつながると、わか

りました。 

・ちょっとしたことで、いじめがおきてしまい、いじめをほ

うちするとどんどんエスカレートしてしまうことがわかっ

た。自分はとめる立場でいたいです。 

などの感想がありました。どんなことがあっても自分の

人権と他人の人権は大切であるということに気付き、絶対に

「いじめ」は、やってはいけないと深く考えることができま

した。 

 

「みんなで跳んだ」～実際にあったお話～ 

様々な理由で、運動会の大繩がどうしても跳べない子を、

どうやって参加してもらうか。クラスのみんなの話し合いと

葛藤を考えるＤＶＤを見ました。 

子どもたちの感想には、 

・一人一人がどうしたいかきめる権利があって、一人一人の

意見が大切にされるのがあたりまえということを改めて感

じた。 

・クラスの友情と成長が感じられるお話だなと思った。 

・いじめや差別がない、毎日が楽しいと思えるクラス学年に

したいなと思った。 

・「自分がこのクラスの一人だったら･･･」と考えた。 

・私は意見を言うのがちょっと苦手だけど、少しずつでも言

えたらいいと思った。 

など、自分のことに置き換えて考えていました。また、

この学習を通して、一人ひとりが人権について考えを持つこ

とができました。 

 

1年生 3年生 

  

  

 

 

 

  

  1年生は「とべないほたる」というお話をみました。 

 子どもたちの感想を紹介します。 

羽がちぢんで生まれたために、飛ぶことのできないほたるを、 

周りの仲間が見守り、支える場面では、 

・飛べなくてかわいそうだけど、みんな助けてあげていてやさ 

しかった。 

 ・つかまえられるとき、飛べないほたるの子を守っていて、と 

  てもすごいと思った。 

 ・友だちを助けるってすごく大事だと思った。 

 ・歩けない妹のためにほたるをとってきたけど、身代わりに 

なって逃がしてあげていてすごかった。 

 ・最後に友達のおかげで飛べたのがよかった。 

 と、考えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学生の携帯電話の所有率が年々増加し、携帯メールで

のコミュニケーションやインターネットの利用など便利に

なった反面、ネットでのトラブルも増加しています。そこ

で、「小学生のためのケータイ・ネット教室」～こんなトラ

ブルに気をつけて～の動画を見て学び、 

子どもたちは、使い方を気を付けることや、相手のことを

考えてこれからも安全に使っていきたいということを振り

返っていました。動画を見て 

・ルールや時間を守って携帯電話を使おうと思った。 

・スマートフォンのゲームなどにお金をかけ過ぎないよう

にしよう   と思った。 

・おうちの人と相談して決めることが大切だと思った。 

などの感想を書くことができました。 

  

 

 

 

 

 

 

２年生 ４年生 ６年生 

 
「むしむし村の仲間たち」という DVD を見ました。見た

目や、できることがちがう虫のキャラクターたち。それぞれ

の違いが原因で相手を傷つけたり、自分なんてだめなんだと

悩んだりします。お互いの違いを認め、相手の気持ちを思い

やることの大切さに気づくお話です。 

子どもたちの感想 

・みんなで協力するのが大事。いじわるされている人の気持

ちを考える。自分がそう言われたらどうなのか考える。 

・誰でも得意なことと苦手なことがあるとわかった。気持ち

を考えることが大切だとわかった。自分のできることを見

つけて行動できる。 

・相手の気持ちを考えることが大事。みんなで助け合うこと

が大事、人それぞれ苦手なことも得意なこともある。 

・みんな自分のペースがあることがわかった。いいところを

生かす。 

・みんないい所を持っていて、苦手な所は助け合うのが大切。 

・最初はいじわるだった人が、最後にはみんなといっしょに

助け合っていたところがいいと思った。 

 

5年生 

「すきなことや得意なこと、きらいなことや苦手なこと、

自分を構成するあらゆるものはもちあじであること」「自分の

もちあじも、友だちのもちあじも、みんな大切なもので、た

からものであること」を、４月から人権学習の基礎として学

んできました。 

人権ビデオ「ありったけの勇気」では、自分がいじめの傍

観者であったときに、どう行動するのかを考える機会となり

ました。 

子どもたちの感想からは、 

・勇気を出して「やめてあげて」と言いたい。 

・ほんとうの友だちなら、「助けたい」と思うはず。 

・相手の立場を考えて、いいクラスをつくりたい。 

と、もしいじめがあったら自分であればどのように行動す

るかを、具体的に考えることができていました。 

小学生の携帯電話の所有率が年々増加し、携帯メールでの

コミュニケーションやインターネットの利用など便利になっ

た反面、ネットでのトラブルも増加しています。そこで、「小

学生のためのケータイ・ネット教室」～こんなトラブルに気

をつけて～の動画を見て学び、子どもたちは、使い方を気を

付けることや、相手のことを考えてこれからも安全に使って

いきたいということを振り返っていました。動画を見て 

・スマホをしていると、ご飯を食べる時間やおふろに入る時

間もわすれるとは知らなかった。 

・ケータイを使う時間は、時間を決めて使いたいです。 

・ゲームをしすぎるとお金がたくさんかかることがあるから、

気を付けようと思いました。 

・名前や学校名、住所はぜったいに知らない人には送っては

いけないことがわかりました。 

など、驚きや新しい気づきを振り返りで発表しました。 

 

羽がちぢんで生まれたために、飛ぶことのできないほたる

を、周りの仲間が見守り、支えるという「とべないほたる」

という DVDを見ました。子どもたちの感想を紹介します。 

・とべないほたるの身代わりになって助けるところがいいな

と思った。 

・とべないほたるに頑張れって言っているのがよかった。 

・とべないほたるもがんばっていた。 

・とべないほたるを助けるところがうれしかった。 

・とべないほたるを友達みんなが助けてくれてみんなでとべ

たのがよかった。 

・「なかまおもい」なお話だった。 

・とべないほたるを守ってあげてたのがよかった。 

ほたるの気持ちになって、友だちを大切にすることにつ

いて考えることができました。 

 



 

 

 

 

 

 

  

　　 教育相談等を行う相談先のお知らせ

【吹田市】

名称 相談の対象 連絡先 運営 相談日・時間

　教育相談ダイヤル
　満3歳～18歳の本人

　及びその保護者
06-6170-1579

　いじめの心のなやみ相談専用ダイヤル
　幼児・児童・生徒

　及びその保護者
06-6170-1582

【大阪府】

名称 相談の対象 連絡先 運営 相談日・時間

　すこやか教育相談２４（２４時間対応） 　子ども・保護者 0120-0-78310 大阪府教育センター 　平日の相談時間外や土・日・祝日

※　大阪府教育センターでは、LINEやメールでも相談できます。詳しくは、大阪府教育センターHPにある「すこやか相談＠大阪府」をご覧ください。

吹田市立教育センター

　月～金（年末年始・祝日は除く）

　及び第３日曜日の

　午前９時から午後５時まで

　  吹田市立教育センターでは、子どもや保護者の皆さまの相談事業を行っています。学校生活の他、日常生活のお子さま

   の様子や子育てについて相談を希望される場合は、下記までお問い合わせください。また、大阪府教育センターにおい

   ては平日の時間外や週末・祝日など、24時間対応の相談が行われています。必要に応じ、ご活用ください。


